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オーガナイザー
　木村誠悟（北大院薬）
　加藤直也（長崎大院医歯薬）

　核酸医薬・遺伝子治療薬は、ｉＰＳ
細胞をはじめとする再生医療や３Ｄプ
リンタ創薬など医薬品の概念が急速に
拡張する近年、低分子医薬・抗体医薬
に次ぐ革新的医薬品として期待されて
いる。
　既にスピンラザ、オンパットロ、コ
ラテジェンなどが承認されており、今
日では新型コロナウイルス感染症に対
するワクチンとしてｍＲＮＡ医薬が市
場に出回り始めている。
　しかし、これらの製剤はいずれも、

核酸および遺伝子単体では動態制御が
困難であったという課題を解決するＤ
ＤＳ技術を基盤として開発されたもの
である。
　本シンポジウムでは、次世代の革新
的医薬品としてこれら治療薬に続いて
創出するために基盤となる脂質ナノ粒
子、高分子ミセル、コンジュゲート等
の種々の核酸・遺伝子送達に向けた今
後を担う新たなＤＤＳ技術がいかにし
て生体内障壁を克服し、治療へと応用
されるのかを紹介すると共に、今後の
ＤＤＳ製剤開発に関する将来展望につ
いて議論したい。

（木村誠悟、加藤直也）

大学院生・学部生シンポジウム

核酸医薬・遺伝子治療薬創出に
向けたＤＤＳ技術開発　

－体内動態・細胞内動態制御から治療応用まで

オーガナイザー
　吉山友二（北里大薬）
　新井茂昭（安田女大薬）

　世界に先駆けて超高齢社会を迎えた
わが国において、医療は従来型の病院
完結型医療から地域完結型医療へと移
行している。
　近年、保険薬局は「患者のための薬
局ビジョン」において、地域のかかり
つけ薬局、健康サポート薬局、高度薬
学管理機能を持つ薬局など、新たな役
割を求められており、先の医薬品医療
機器等法改正においても「専門医療機
関連携薬局・地域連携薬局」という認
定制度が示された。
　保険薬局の薬剤師は、患者を専任し
て担当する「かかりつけ薬剤師」にな
ることで、検査値を活用し腎機能に応
じた用量設定の支援や、患者個々に
合った服用方法の提案など、臨床薬学

の知識を応用して安全性・有効性を担
保した薬物治療の個別化や最適化への
貢献を目指している。
　本シンポジウムでは、高度薬学管理
の実践例や、期待される薬剤師の役割
について、現場で活躍されているシン
ポジストの声に耳を傾けることとした。
　まず、地域包括ケアシステムの中の
地域連携薬局の専門性を浮き彫りにし
てシンポジウムを進める。日米両国に
おける医療の最前線で展開される薬物
療法（薬学的管理）の実施を考えるこ
とは大変有意義である。
　国民が期待する薬剤師に望まれるこ
とに耳を傾け、地域医療における薬
剤師の役割を討論する。本シンポジ
ウムでの講演内容を、保険薬局にお
ける薬物治療の実践に応用すること
が薬学関係者の腕の見せどころと確
信する。

（吉山友二）

保険薬局が目指す薬物治療の実践：
薬局薬剤師の機能と専門性

オーガナイザー
　日下部哲也（医薬品医療機器総合機
　　　　　　　構）
　近藤昌夫（阪大院薬）

　弁証法の｢対立物の相互浸透の法則｣
では、物事は対立物の相互浸透により
発展すると言われている。規制緩和と
いう言葉に代表されるように、往々に
してレギュレーション（規制）はイノベ
ーションを阻む言葉として取り上げら
れることが多いが、医薬品等の開発で
もレギュレーションは単にイノベーシ
ョンを阻む存在なのだろうか。
　医薬品等は、品質､ 有効性・安全性
を確保するため、国際的に規制調和し
た厳格な薬事レギュレーションを遵守
した上で開発することが求められてい
る。製品の流通後も品質の維持・向上

を図り、適正使用を確保すると共に、
偽造薬や不良品の市場迷入を防止等す
るため、様々なレギュレーションが導
入されている。
　このようなレギュレーションは厳格
である一方、開発の障害となるのでは
なく、真のイノベーションを達成する
ために、イノベーションの目的に応じ
て現実的で適正なものに調和している
ことが不可欠である。
　本シンポジウムでは、医療イノベー
ション戦略の新機軸をテーマに、産学
官のシンポジストから薬事レギュレー
ションと創薬イノベーションに関する
最新の話題をご提供いただき、レギュ
レーションとイノベーションの調和を
通じた医療イノベーションに関する議
論を深めたい。

（近藤昌夫）

薬事レギュレーションと創薬イノベーション
のハーモナイゼーション

－医療イノベーション戦略の新機軸

オーガナイザー
　岩谷靖雅（国立病院名古屋医療セ臨
　　　　　　床研セ）
　三隅将吾（熊大院薬グローバル天然
　　　　　　物科学研究セ）
　玉村啓和（東京医歯大生材研）

　全世界に急速に拡大した新型コロナ
ウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ‒19）の
ような新規なウイルス感染症に即応す
べき局面では、一からの治療薬・ワク
チン開発には膨大な時間がかかり、迅
速な対応できない。
　そのため、日頃からドラッグ・リポ
ジショニングなどを可能とする横断的
な研究基盤の整備は欠かせない。しか
し、ウイルス感染症分野では、ウイル
ス種の垣根を超えた研究開発が少な
かったため、出遅れた感がある。
　ＣＯＶＩＤ‒19だけにとどまらず、

将来起こり得る新興ウイルス感染症
に備えるためにも、今ウイルス種の
垣根を超え、共通したウイルス複製
の阻害原理や手法を再考すべきであ
る。
　実は、昨年の日本薬学会第140年
会の抗ウイルス感染症研究のフロン
ティアのシンポジウムでは、ＣＯＶＩ
Ｄ‒19を予測するかのように、こうし
た趣旨のシンポジウムを実施する予定
であった。
　今回、リベンジも兼ね、「異なるウ
イルスに対して類似した分子標的を捉
え、横断的に治療薬・ワクチン開発」
を見つめ直すきっかけを設けたいと本
シンポジウムを再企画した。
　ぜひ、様々な視点で抗ウイルス治療
薬・ワクチンの開発・研究を議論して
いただけたら幸いである。

（岩谷靖雅）

抗ウイルス感染症研究のフロンティア
－横断的研究・開発の可能性


